
After　GIGA
便利機能の実技研修

三重県立杉の子特別支援学校 

NPO法人　支援機器普及促進協会 
理事長　　高松　崇



Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 
　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰO法人　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気で
す）の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、通所生活介護施設に通う三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/






出来る状況作り 

指導ではなく、ファシリテーター（調整）



Topics



個別の支援計画 

出来ないところ（劣位性）を改善する 
⇓ 

得意なところ（優位性）を伸ばす 

子どもたちをTaxPayer（金銭的自立　納税者） 
にしたければ・・ 



狩猟民族 
マイナス（ー）の文化 
Goalからの逆算

農耕民族 
プラス（＋）の文化 
Startからの積上げ

Goalは神頼み Goalは必達



前後に調整する工夫

食べごろ 学びごろ



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html


GIGAスクール構想



全ての子供に基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ、思考力・判
断力・表現力等や、自ら学習を調整しながら粘り強く学習に取り組む態度
等を育成するためには、教師が支援の必要な子供により重点的な指導を行
うことなどで効果的な指導を実現することや、子供一人一人の特性や学習
進度、学習到達度等に応じ、指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・
設定を行うことなどの「指導の個別化」が必要である。

指導の個別化

「指導の個別化」は一定の目標を全ての児童生徒が達成することを目指し、個々の児童生徒に応じ
て異なる方法等で学習を進めることであり、その中で児童生徒自身が自らの特徴やどのように学習
を進めることが効果的であるかを学んでいくことなども含みます。ICTを活用することで得られる
新たなデータも活用し、きめ細かく学習の状況を把握・分析したり、個々の児童生徒に合った多様
な方法で学んだりしていくことで、確実な資質・能力の育成につながっていくことが期待されま
す。また、学習履歴（スタディ・ログ）、生活・健康面の記録（ライフログ）等、児童生徒に関す
る様々なデータを可視化し、学習方法等を提案するツールなど、新たな情報手段の活用も考えられ
ますが、そのような新たな情報手段の活用も含め、児童生徒が自らの状態を様々なデータも活用し
ながら把握し、自らに合った学習の進め方を考えることができるよう、教師による指導を工夫して
いくことが重要です。 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01491.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01491.html


基礎的・基本的な知識・技能等や、言語能力、情報活用能力、問題発見・
解決能力等の学習の基盤となる資質・能力等を土台として、幼児期からの
様々な場を通じての体験活動から得た子供の興味・関心・キャリア形成の
方向性等に応じ、探究において課題の設定、情報の収集、整理・分析、ま
とめ・表現を行う等、教師が子供一人一人に応じた学習活動や学習課題に
取り組む機会を提供することで、子供自身が学習が最適となるよう調整す
る「学習の個性化」も必要である。

学習の個性化

「学習の個性化」は個々の児童生徒の興味・関心等に応じた異なる目標に向けて、学習を深め、広
げることを意味し、その中で児童生徒自身が自らどのような方向性で学習を進めていったら良いか
を考えていくことなども含みます。例えば、情報の探索、データの処理や視覚化、レポートの作成
や情報発信といった活動にICTを効果的に使うことで、学びの質が高まり、深い学びにつながって
いくことが期待されます。また、児童生徒がこれまでの経験を振り返ったり、これからのキャリア
を見通したりしながら、自ら適切に学習課題を設定し、取り組んでいけるよう、教師による指導を
工夫していくことが重要です。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01491.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01491.html


児童（生徒）が生命の有限性や自然の大切さ、主体的に挑戦してみること
や多様な他者と協働することの重要性などを実感しながら理解することが
できるよう、各教科（・科目）等の特質に応じた体験活動を重視し、家庭
や地域社会と連携しつつ体系的・継続的に実施できるよう工夫すること。

協働的学び

ICTの活用により、児童生徒一人一人が自分のペースを大事にしながら共同で作成・編集等を行う活動や、
多様な意見を共有しつつ合意形成を図る活動など、「協働的な学び」もまた発展させることができます。
ICTを利用して空間的・時間的制約を緩和することによって、遠隔地の専門家とつないだ授業や他の学校・
地域や海外との交流など、今までできなかった学習活動も可能となります。 

　同時に、日本の学校教育がこれまで非常に大切にしてきた、同じ空間で時間を共にすることで、お互いの
感性や考え方等に触れ刺激し合うことの重要性について改めて認識する必要があります。人間同士のリアル
な関係づくりは社会を形成していく上で不可欠であり、知・徳・体を一体的に育むためには、教師と児童生
徒の関わり合いや児童生徒同士の関わり合い、自分の感覚や行為を通して理解する実習・実験、地域社会で
の体験活動、専門家との交流など、様々な場面でリアルな体験を通じて学ぶことが重要です。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01492.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01492.html


個別最適化された学び

個々の児童生徒に応じて異なる学習をすること（目的）ではなく 

「指導の個別化」は一定の目標を全ての児童生徒が達成すること
を目指し、個々の児童生徒に応じて異なる方法（手段）等で学習
を進めることであり、その中で児童生徒自身が自らの特徴やどの
ように学習を進めることが効果的であるかを学んでいくことなど
も含みます。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01491.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01491.html




学校（教員）の意識が変わること！ 

出来ないことを出来るように 
⇓ 

出来ないことはICTに任せる 
（依存先を増やす） 
出来ることを伸ばす 
（リフレーミング） 

劣る事より、秀でている事を目標にしてみては！！ 



特別支援教育で 
まず設定しておいてほしい項目 



音声入力 
文字が獲得できていなくてもOutput



テキスト認識表示 
キーボード操作が苦手でも画像からOutput



読上げコンテンツ 
文字が読めなくても聞いてInput



Siriと検索 
キーボード操作が苦手でも話してInput



分からなければ、調べれば良い・聞けば良い 
記憶していることは知識の一番便利なツール！

アプリを使うのは 
昭和・平成世代 

Aiを使うのは 
平成～令和



読めなければiPadに読んでもらえば良いのでは？ 
読むことは情報入手の一番便利なツール！



書けなければiPadで音声入力で良いのでは？ 
書くことは情報出力のツール！ 

話すことは情報出力の一番便利なツール！



テキスト認識表示



特別支援教育で 
便利な設定項目 



スクリーンタイム 
利用アプリの制限・アクセス拒否など・・



コントロールセンター 
使いたい便利機能を登録



AssistiveTouch 
苦手な操作を簡単呼び出し



アクセスガイド 
画面内の触ってほしくない箇所を無効化



Appごとの設定 
アプリ毎にフォントサイズや色の設定



iPadOS１５



不必要なページの非表示不必要なページの非表示 
授業中に不必要なアプリを１画面にまとめて非表示にします

デスクトップ画面表示中に画
面を長押しして、　をタップ
します

非表示にしたい画面のチェッ
クを外します。 
（アプリ自体が削除されるこ
とはありません）





テキストの認識表示（＊現時点では日本語非対応）Live Text 
画像から文字を抽出（＊日本語はまだ未対応です）





Scribble日本語対応手書き文字認識　スクリブル 
日本語対応　Pencilで手書きが自動テキスト変換





スイッチコントロール 
追加：スイッチにサウンドが選択可能

物理的なスイッチや画面操作が難し
い場合に、音声をスイッチとするこ
とが可能です。





音声コントロール 
追加：言語が増えました

音声のみで、iPadを振る操作できま
すが、今回も日本語は見送られまし
た。





スイッチコントロール 
アイトラッキング



iPad+TD Pilot(Tobii) 

前面にはアイトラッキング装置、背面にはステレオスピーカーに加えて、テキストを表示
するための小さなスクリーンが備わる。このデバイスのユーザーは、Tobii独自のテキスト
音声変換アプリ「TD Talk（TDトーク）」または他の任意のアプリを使って、テキストま
たは音声でコミュニケーションをとることができる 

iPad本体を除いても1万ドル（約114万円）に及ぶかもしれないとのこと
https://jp.techcrunch.com/2021/11/16/2021-11-15-tobii-eye-gaze-tracking-ipad-typing-text-to-speech-and-apps/

https://jp.techcrunch.com/2021/11/16/2021-11-15-tobii-eye-gaze-tracking-ipad-typing-text-to-speech-and-apps/






Split View 

2画面表示

音声教材とノートアプリ 

など２画面を同時に表示しておくと 

ドラッグ操作で簡単コピーもできます 

教科書とノートの代わりにいPadを 

使いたい場合には便利です。



Slide Over 

複数画面を簡単切り替え

ノートアプリから音声教材・ボイスメ
モなど必要なアプリをすべて表示して
おいて簡単切替ができます。



個別最適化された授業



個別最適化された学び

個々の児童生徒に応じて異なる学習をすること（目的）ではなく 

「指導の個別化」は一定の目標を全ての児童生徒が達成することを
目指し、個々の児童生徒に応じて異なる方法（手段）等で学習を進
めることであり、その中で児童生徒自身が自らの特徴やどのように
学習を進めることが効果的であるかを学んでいくことなども含みま
す。 



キーボードも個に応じた支援



音声入力



ユーザー辞書



こどもキーボード



https://apps.apple.com/jp/app/ごじゅーおん/id1042109858

漢字変換なしでひらがなのみ入力

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%94%E3%81%98%E3%82%85%E3%83%BC%E3%81%8A%E3%82%93/id1042109858


https://apps.apple.com/jp/app/ごじゅーおん/id1042109858

漢字変換なしで全角カタカナのみ入力

https://apps.apple.com/jp/app/%E3%81%94%E3%81%98%E3%82%85%E3%83%BC%E3%81%8A%E3%82%93/id1042109858


日本語かな



日本語かな（フリックモード）



日本語ローマ字





・「Apple Classroom」初期設定

https://youtu.be/pTNpS-csFC0 


・「Apple Classroom」できること

https://youtu.be/k2R-CGBOxQY 

・「Apple Classroom」操作方法

https://youtu.be/ESrHUjQCeiw

https://youtu.be/pTNpS-csFC0
https://youtu.be/k2R-CGBOxQY
https://youtu.be/ESrHUjQCeiw






http://www.edu.city.kyoto.jp/sogoikusei/howtodouga.pdf

http://www.edu.city.kyoto.jp/sogoikusei/howtodouga.pdf


 

10回シリーズ　ミニ研修

主な内容

カメラの使い方、簡単授業活用、テレビに拡大提示

様々な動画の撮影、タイムラプス、スロー

入力の方法、音声入力、Siri、キーボードの追加

画像の編集、簡単授業活用

動画の編集、簡単授業活用

授業で使えるアプリ体験１　授業進行

授業で使えるアプリ体験２　教材作成

授業で使えるアプリ体験３　読み書きの代替

授業で使えるアプリ体験４　プログラミング

コントロールセンターの活用、アクセシビリティ解説

代替

増強

修正
変更

変革

http://npo-atds.org


http://www.edu.city.kyoto.jp/sogoikusei/ipadminilink.pdf

http://www.edu.city.kyoto.jp/sogoikusei/ipadminilink.pdf


ユニバーサルデザイン授業 
マークアップ　拡大鏡



誰にでも分かりやすい提示 
トリミング　左右反転・回転



タイムラプス



スロー



まとめ



これからの理想の教育にこそICTが必要

「個人の理想として、教育は、子どもたちが自ら考え、必要な力
を身につけ、自分で走っていくことが、最大のゴールになるので
はないかと思っている」と話した。その理想に近づくと、教員の
仕事は、自分で走っていく生徒をサポートすることへと変化して
いく。和田教諭は、「これからの理想の教育にとってICT教育が
ピッタリあてはまっている」

https://www.kddimatomete.com/magazine/210225012446/

https://www.kddimatomete.com/magazine/210225012446/


卒業後の姿を見据える 

ツールや手段に拘らない 
（読み・書き・計算って本当に必要？！） 

昔と違ってツールは沢山あります！！



Society5.0を意識すること 

自分の育った時代とは違う 
⇓ 

必要なスキルは変わっている 

子どもたちに選択肢を提示できる 
引き出しの数



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html

https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.html


参考図書

















































マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



EDGE



h$p://npo-atds.org 

h$ps://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi
http://npo-atds.org

